
○地域住民及び職員の地域づくりへの意識の高まりや連帯感の醸成につながった。 
○維持・活性化に向けた意見を出し合い、地区住民が主体となって取り組む地域づくり計画を策定した。 
○村食材を使用したメニューを開発。「第３回ご当地！絶品うまいもん甲子園」に出場し村をＰＲした。 

事業実施により、地域住民一人ひとりが課題解決に取り組むという意識の醸成につながり、集落の維持・
活性化へ向けた取り組みの継続性・発展性にもつなげることができた。 

相良村集落維持・活性化プロジェクト 

【事業実施の経緯・背景】本村では、人口減少と少子高齢化等の進展に伴い、集落機能の低下が深刻化して  
 おり、地域自らが多様な主体との連携のもと、地域の課題を認識・共有し、それを自主的・主体的に解決す 
 る力の醸成・向上を図っていく必要がある。 
【事業の概要】地域住民が輝き、持続的な集落の維持・活性化につなげることを目的として、集落の計画策定、 
 地域活動を担う人材の育成（地域リーダー育成）、フォーラムの開催、大学等と連携した地域活性化の取り 
 組みを実施。 

概   要 

事業の内容 

 事業の内容 

総事業費 

事業の成果 

熊本県相良村 

ポイント 
フォーラムの開催 

上四浦計画策定 

大学等との連携 

１０．１百万円 

１．上四浦地区の地域振興計画策定事業 
 ・地域住民が主体となり、集落が持続的に発展するような振興計画を策定。 
２．地域ﾘｰﾀﾞｰ養成講座「相良村塾」の開講  
 ・地域のリーダー養成を目的として、地域づくり講演会の開催及び研修会へ参加した。 
３．輝くむらづくりに向けたフォーラムの開催 
 ・講演、分科会等を実施。 
４．大学等と連携したむらづくり事業  
 ・大学連携（竹あかり、村内調査等）、高校連携（村食材を使用したﾒﾆｭｰ開発）を実施。 

地域リーダー養成 
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